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主な研究課題 
・微量分析および薬物動態解析を用いた薬物療法最適化に関する研究 
・薬剤性臓器障害マーカーの探索および臨床への応用研究 
・種々のリアルワールドデータを用いた医薬品関連有害事象評価法の構築と臨床への応用 
・合理的な薬物療法を提供するためのエビデンス創出に関する研究 
・薬剤師業務の科学的な有用性評価に基づく職能評価に関する研究 
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